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講座名

　　「 知的な遅れのない『発達障害』の最新動向と実践的な指導法を学ぶ

　－ＬＤ、ＡＤＨＤ、ＰＤＤ・アスペルガー症候群のための実用ワーク・スキルアップ講座－　」

	お勧め文
	全国の小中学校、そして幼稚園・高等学校でも特別支援教育が本格的に展開されつつあります。ＬＤ、ＡＤＨＤ、ＰＤＤ（高機能自閉症・アスペルガー症候群）など、いわゆる「発達障害」の子どもたちへの理解から具体的な支援についての関心が高まっています。

本講座は、そうしたニーズに応えるために、最新の情報とこれからの課題を明らかにしながら、先生方や保護者に伝える疑似体験、指導のために必要なアセスメントの利用についての最新情報、個別の指導計画の作り方、ソーシャルスキルトレーニングの実施に焦点をあて、－すぐに使える実用ワーク・スキルアップ講座－と題して、内容を構成いたしました。

講師には、特別支援教育士スーパーバイザー（ S.E.N.S-SV ）として、第一線でリーダとして活躍しておられる先生方に登場いただきます。直接、その動向や指導のコツやポイントを学んでみませんか。本講座は、S.E.N.Sの更新ポイントにもなります。

幼児教育、小・中、そして高等学校、特別支援学校の先生、支援員、保護者、学生の方々にこの講座をお届けします。一緒に特別支援教育の明日を学び、歩んで行くことを期待し、みなさまの受講を心からお待ちします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上野　一彦【東京学芸大学名誉教授】

	開催日・定員・受講料
	木曜日／定員４５名／受講料１０，０００円

	講師・内容

各回の開催日

タイトル

講師名・肩書

主な著書の順

（敬称略）
	第１回　２００９年９月３日「変化する『発達障害』と特別支援教育の動向」
講師名　上野一彦　　（東京学芸大学名誉教授）

　主な著書：

「ＬＤ教授（パパ）の贈り物 －ふつうであるよりも個性的に生きたいあなたへ－」（講談社）

「ササッとわかる 最新ＬＤの子育て法」 (講談社）　

「図解　よくわかるＬＤ」（ナツメ社）
第２回　２００９年９月１０日「『発達障害』の疑似体験実習」

　講師名　鳥居深雪　　（植草学園大学発達教育学部准教授）

　主な著書：

「こんな子いるよね！幼児期からの特別支援教育『子ども理解』のためのヒント集」(編著)　明治図書　2008　
「日本ＬＤ学会編　ＬＤ・ＡＤＨＤ等関連用語集」（共著：編集委員）日本文化科学社　2004

「現場で役に立つ特別支援教育ハンドブック」（共著）日本文化科学社　2005
第３回　２００９年９月１７日「新しい知能・認知アセスメントの動向と解釈」
　講師名　上野一彦　：前掲
第４回　２００９年１０月　１日「個別の指導計画の作成とポイント」
　講師名　　篁　倫子　　　（お茶の水女子大学大学院教授）

　主な著書：

「ＬDI‐LD判断のための調査票」（共著）日本文化科学社　2004

「学校で活かせるアセスメント」（編著）明治図書　2007
「学校臨床心理学」（分担執筆）北樹出版　2007 

第５回　２００９年１０月　８日「ソーシャルスキル指導のポイント　－すぐ使える活動を中心に－」
講師名　岡田智　（共立女子大学家政学部児童学科専任講師／ながやまメンタルクリニック臨床心理士）
　主な著書：
「特別支援教育　実践ソーシャルスキルマニュアル」(共編著)　明治図書 2006

「軽度発達障害の心理アセスメント」（分担執筆） 2005
「ＰＤＤの社会性を育てる（仮）」（共編著） 日本文化科学社　2009


